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様式1

領域はいずれか1つを選択

グランドチャレンジはプルダウンより1つ選択

選択肢がプルダウンされます

技術カテゴリーは、提案内容の中心的なものを選択（複数選択可）

研究費は全期間にかかる基盤研究の総額のみ記載
単位は、「千円」（総額の上限174,000千円）

GC00を選択した場合は、
必ず、グランドチャレンジの
名称および概要を記載

• 提案書全体で3MB以内
• 全ページ、フォントサイズは10.5pt以上
• 青色の斜字体の注意書きをよく確認して
 ください（提出時は削除してください）

• e-Radと提案書双方に記載欄がある事項
について記載内容が異なる場合は、     
提案書の情報を正として対応します

本様式以外を使用されている場合は不受理となります

研究開発期間は最長で2030年３月までの5.5年間です
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様式2
• 移行研究を含めた研究開発提案の要旨を1ページ以内
で記載してください

• 必要に応じて図表等を記載いただいても構いません

e-Rad画面

e-Radにおける「研究目的」および「研究概要」の欄に
は、「研究開発提案書を参照」と記載してください
（ 「研究目的」および「研究概要」の「アップロード」は使
用しないでください）

※e-Rad操作の詳細は、e-Rad入力マニュアルをご
確認ください

（https://www.jst.go.jp/kisoken/cronos/dl/
2024/e-rad.pdf）



様式3-1

移行研究を含めた研究開発課題全体において、研究開発
期間内に達成を目指す目標をわかりやすく記載（500字以
内）

選択（または記載）したグランドチャレンジにおいて、既存の
技術常識と、それに対する本提案での挑戦（どのような常
識打破を行うのか）を分かりやすく記載（500字以内）
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必要に応じて図表等を記載いただいても構いません



（続き）様式3-1

基盤研究における具体的な研究開発計画を記載してく
ださい

基盤研究では、国際的にもトップレベルの技術ブレーク
スルーを起こす成果創出を目指します。その観点で、提
案内容における独自性・優位性を分かりやすく記載して
ください
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研究開発実施の準備状況について、構想の実現性を
分かりやすく記載してください



（続き）様式3-1

様式3-1は、全体で6ページ以内厳守です

「５．その他」は必須項目ですので、青字の斜字体
に従い、記載してください

移行研究における具体的な構想等の記載は、提案
段階では任意です
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様式3-2

• JSTから配賦される研究予算を執行し研究を実施す
る全ての研究機関を記載してください（JSTと各研究
機関との間で委託研究契約を締結します）

• 研究の再委託はできません

• 20字程度で各グループの研究開
発題目を記載してください

• この記載は、様式4-1、様式4-2
の「基盤研究の研究開発題目」
にも用いてください

基盤研究のみについて記載してください
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様式3-2 （続き）

具体的なスケジュール、マイルス
トーン、想定される成果等につ
いて、線表で示してください

必要に応じて行を追加
してください
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グループ名は、様式3-2
「1. 基盤研究の実施体
制」で記載したグループ名
としてください



様式4-1

現在の所属機関と、採択後研究開発を実
施する研究機関が異なる場合には、研究
開発を実施する機関を記載いただき、特記
事項にて事情をお知らせください

エフォートはe-Radと数値
を一致させてください

e-Radの「2.研究組織情報の登
録」には、「研究開発参加者」の
入力は不要です
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様式4-1 （続き）
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研究開発代表者のグループの実施項目等について、
青字の斜字体に従い、記載してください

本プログラムの趣旨の1つに革新的な構想力を有
した研究人材育成に取り組むことがあります。プロ
ジェクト実施において研究人材育成に向けた取り
組み等があれば記載してください



様式4-2

共同研究グループごとに「主たる共同研究者」を記載してく
ださい（委託研究契約の研究担当者に当たります）

主たる共同研究者にも e-Rad番号の記載が必要です
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様式4-2 （続き）
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共同研究グループの実施項目等について、
青字の斜字体に従い、記載してください



様式4-2 （続き）
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原則として、海外の研究機関への研究費配分はありません。ただ
し、共同研究グループとして海外の研究機関でなければ研究実施
困難である場合は、以下の3点について必ず記載してください



様式5

単位は千円です

初年度（2024年度）35,000千円、
2年目（2025年度）31,000千円、
3年目以降は27,000千円
を上限値に計画を検討してください

基盤研究の全期間にかかる
直接経費合計値の上限は
174,000千円です
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基盤研究のみについて記載してください



様式5 （続き）

それぞれの合計値が、
「1.チーム全体の研究開発費
計画（費目別）」と
一致することを確認してください
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単位は千円です



様式6-1
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• 青字の斜字体に従い、記載してください
• 研究開発代表者について、10件以内※
かつ3ページ以内で記載してください

※学術論文、著書、･･･など、過去の研究代表の実績等の
合計件数が10個まで



様式6-2
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主たる共同研究者については、全員で、合計
10件以内かつ2ページ以内で記載してください



様式7
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エフォートはe-Radおよび様式4-1
の数値と一致させてください

CRONOSを1つ目に、その他は本人
受給研究費（期間全体）が多い
順に記載してください

CRONOS以外の申請中・申請予
定の助成等（受給状況に「申請」と
記載のもの）のエフォートは記載し
ないでください



様式7
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主たる共同研究者ごとに作成してく
ださい

エフォートはe-Radおよび様式4-2
の数値と一致させてください

（続き）



様式8
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領域アドバイザーリストは、ホームペー
ジでご確認ください

POおよび領域アドバイザーとの利害
関係がある場合は、その内容を具体
的に記載してください



（続き）
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様式8

募集要項「2.8.2利益相反マネジ
メントの実施」の「(2)研究開発提
案者の利益相反マネジメント」を参
照し、該当がある場合は具体的に
記載してください

JSTの出資公表については、下記
ウェブサイトを確認してください
（https://www.jst.go.jp/ent
re/news.html）

異動予定等ある場合は、こちらに記
載してください



別紙

提出時には、このページは削除してください

提出時には、PDF化の上、e-
Radにアップロードしてください
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提案書の漏れや不備などが
ある場合は不受理といたしま
すのでご注意ください
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